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～出産や育児を『リスク』としないために～

いきいきいきいき通 信
編集・問い合わせ先＝男女共同参画室

TEL 0192･27･3111（☎︎内線278）FAX 0192･27･8878

市は、持続可能な開発目標（SDGs）を踏まえて
各種取り組みを推進しています。

──いきいき通信では、男女共同参画に関する情報をお知らせします。大船渡市男女共同参画情報 

　近年は共働き世帯が当たり前となり、出産
後も働き続ける女性が多くなりました。
　年々、男性の育児休業取得率が向上してい
ますが、いまだに育児の負担は女性の方が大
きく、妊娠や出産がきっかけで仕事を辞めな
ければならなくなった女性もいます。
　若い世代の中には、仕事と育児の両立、妊
娠・出産に伴う休業や時短勤務などによる収
入の低下、子育ての経済的な負担、自身の仕
事のキャリアが途切れる可能性などを『リス
ク』と捉え、子どもを持つことに不安を抱え
る人たちもいます。
　国では、性別にかかわらず育児や介護と仕
事が両立できるよう、育児・介護休業法や次
世代育成支援対策推進法を改正することとし
ています。
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最
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空
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時
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間
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効
率
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と
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Ｓ
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イ
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と
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報
酬
を
得
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め
必

要
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費
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込
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▪
実
際
に
あ
っ
た
詐
欺
の
特
徴

・・
簡
単
な
タ
ス
ク
を
す
る
だ
け
で
報

酬
が
得
ら
れ
る
と
誘
引
さ
れ
る
。

・・
最
初
に
少
額
の
報
酬
が
手
に
入
る

こ
と
で
信
用
し
て
し
ま
う
。

・・
お
金
を
稼
ぐ
た
め
に
副
業
を
し
て

い
る
は
ず
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由

で
金
銭
を
請
求
さ
れ
る
。

▪
消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

・・「
簡
単
に
稼
げ
る
」「
も
う
か
る
」こ

と
を
強
調
す
る
広
告
は
詐
欺
の
可

能
性
が
高
い
の
で
、
う
の
み
に
し

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・・
相
手
か
ら
住
所
や
氏
名
、
銀
行
口

座
、
免
許
証
の
写
真
な
ど
の
個
人

情
報
の
開
示
を
求
め
ら
れ
た
場

合
、
安
易
に
開
示
し
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

・・
高
額
報
酬
の
タ
ス
ク
を
す
る
た
め

な
ど
と
、
お
金
の
振
り
込
み
を
要

求
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
目
立
ち
ま

す
。
言
わ
れ
た
と
お
り
に
振
り
込

ま
ず
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど

に
相
談
く
だ
さ
い
。

▪
１
月
20
日
～
24
日
は
、
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年
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者
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ル
１
１
０
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若
者
の
消
費
者
被
害
防
止
の
た

め
、
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
契
約
、
悪

質
商
法
、
多
重
債
務
な
ど
、
消
費
生

活
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決
を
お
手
伝
い
し

ま
す
。

▼
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談
対
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機
関
＝
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活
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ン
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ー

（
☎
０
１
９・６
２
４・２
２
０
９
）

　

平
日
午
前
９
時
～
午
後
５
時
30
分
、

土
・
日
曜
日
午
前
10
時
～
午
後
４
時

※
メ
ー
ル
相
談
へ
の
回
答
は
電

話
で
行
い
ま
す
。

・・
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
☎
内

線
１
３
４
）平
日
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
15
分

▼
問
い
合
わ
せ
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消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
内
線
１
３
４
）

※
出
典
…（
独
）国
民
生
活
セ
ン

タ
ー
報
道
発
表
資
料

「
簡
単
に
稼
げ
る
」な
ど
と
う
た
う
副
業
ト
ラ
ブ
ル
に
要
注
意
！

育児・介護休業法の主な改正点
▪子の看護休暇の見直し
・・対象となる子を小学３年生まで拡大
・・取得理由に入園（入学）式、卒園式などを追加
▪所定外労働の制限（残業免除）の対象拡大
・・子の要件を３歳未満から小学校就学前に拡大
▪柔軟な働き方を実現するための措置
・・テレワーク導入を努力義務化
▪子の看護・介護休暇取得者の要件緩和
・・継続雇用期間６カ月未満の労働者を追加

次世代育成支援対策推進法の主な改正点
▪法律の有効期限を10年間延長（2035年３月末まで）
▪従業員100人超の企業に、育児休業取得などに関する

状況把握や数値目標の設定を義務付け

【県民生活センターＥメール】syohi＠pref.iwate.jp

▶任用期間＝令和７年４月１日～令和８年３月31日
▶募集職種＝下表のとおり
▶応募期限＝２月７日（金）※午後５時15分必着
▶応募資格＝地方公務員法に定める欠格条項に該当し

ないこと。年齢や過去の任用回数などの制限はあり
ません。職種によって資格要件があります。詳しく
は市ホームページまたはハローワーク求人票を確認
ください。
▶応募方法＝次の書類を提出先へ郵送ま

たは直接持参ください。応募申込書、
ハローワーク大船渡の紹介状（任意）、
資格証明書の写し（資格が必要な職種
の場合）

※応募申込書は市ホームページでダウンロードできる
ほか、総務課で配布しています。

※併願も可能です。
①郵送の場合
　〒022-8501　大船渡市盛町字宇津野沢15
　　　　　　　大船渡市役所総務課
※封筒の表に「申込書在中」と朱書きしてください。
②持参の場合
　市役所本庁総務課に提出ください。
※受付時間は平日午前８時30分～午後５時15分
※下記募集内容は変更となる場合がありますので、市

ホームページやハローワーク求人票で最新情報を確
認ください。

パートタイムの会計年度任用職員

職　　名 募集
人数 職務内容 勤務場所 問い合わせ先

事務補助員（各課） 5 各課での一般事務補助 出先機関を含む各課 総務課（☎内線233）

事務補助員（水道課） 1 開閉栓業務、窓口などでの対応業務 水道課 水道課（☎内線172）

移住コーディネーター 1 移住相談、情報収集・提供、移住イベントの企
画運営、関係人口拡大の支援業務 企画調整課 企画調整課（☎内戦230）

介護支援相談員 1 要介護認定調査業務 総合福祉センター内 長寿社会課（☎26・2943）

介護支援相談員（保健師） 1 介護予防業務 総合福祉センター内 長寿社会課（☎26・2943）

介護支援相談員（ケアマネージャー） 1 介護予防支援業務、介護予防ケアマネジメント業務 総合福祉センター内 長寿社会課（☎26・2943）

保健相談員 1 健康診査業務などの事務補助 こども家庭センター こども家庭センター（☎47・5200）

保健相談員 2 成人保健業務事務補助 保健センター内 健康推進課（☎27・1581）

専門事務員 1 成人保健業務事務補助 保健センター内 健康推進課（☎27・1581）

用務員 1 小学校用務員 市内小学校 学校教育課（☎内線273）

教育相談員 1 児童・生徒、保護者の相談業務など 教育相談室 学校教育課（☎内線273）

ICT支援員 1 小中学校でのICT支援業務 市内小中学校 学校教育課（☎内線273）

心の教室相談員【時給】 2 中学校生徒の悩みに関する相談業務 市内中学校 学校教育課（☎内線273）

特別支援教育支援員【時給】 7 特別支援教育支援業務 市内小中学校 学校教育課（☎内線273）

フルタイムの会計年度任用職員

職　　名 募集
人数 職務内容 勤務場所 問い合わせ先

栄養士【代替】 1 学校給食の献立作成補助、調理場の衛生管
理、栄養指導など

北部学校給食セン
ター

北部学校給食センター
（☎27・1293）

事務補助員（水道課） 1 経理・庶務事務補助、窓口などでの対応業務 水道課 水道課（☎内線172）

保育補助員 1 市立こども園での教育保育業務 市立こども園 こども家庭センター（☎47・5200）

歯科衛生士 2 歯科診療所での歯科衛生士業務 歯科診療所 国保医療課（☎内線149）

看護師 1 医科診療所での看護師業務 越喜来診療所 国保医療課（☎内線149）

市ホームページ

会計年度任用職員を募集します会計年度任用職員を募集します


